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沖
縄
県
に
お
け
る
待
機
児
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の
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策
に
関
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る
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主
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沖
縄
県
に
お
け
る
待
機
児
童
解
消
の
諸
施
策
と
認
可
外
保
育
施
設
の
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

沖
縄
県
は
、
公
立
保
育
所
が
一
四
七
ヶ
所
、
認
可
保
育
所
が
一
九
一
ヶ
所
で
、
合
計
三
三
八
ヶ
所
、
二
七
、
九
一
〇
人
の
児

童
が
入
所
し
て
い
る
。
一
方
、
認
可
外
保
育
施
設
は
、
四
六
七
ヶ
所
、
二
五
、
〇
八
四
人
の
児
童
が
入
所
し
て
い
る
。

認
可
外
保
育
施
設
の
数
が
全
国
一
と
言
わ
れ
て
い
る
東
京
都
と
比
べ
て
も
、
認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
数
は

二
五
、
〇
八
四
人
と
約
二
倍
で
あ
る
。

沖
縄
県
の
待
機
児
童
数
は
、
認
可
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
た
め
に
止
む
を
得
ず
認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
入
所
待
ち

を
し
て
い
る
「
潜
在
的
待
機
児
童
」
を
含
め
る
と
一
六
、
〇
四
二
人
に
達
し
て
お
り
、
人
口
が
集
中
し
て
い
る
那
覇
市
、
浦
添

市
、
沖
縄
市
、
具
志
川
市
な
ど
の
都
市
部
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。

沖
縄
県
に
お
け
る
認
可
外
施
設
の
多
く
は
、
公
立
保
育
所
、
認
可
保
育
所
の
保
育
事
業
を
代
替
し
、
待
機
児
童
の
受
け
入
れ

先
と
な
っ
て
保
育
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
要
因
は
、
沖
縄
県
の
県
民
所
得
は
全
国
と
比
較
し
て
七
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
く
、
働
く
女
性
が
多
い
上
に
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
等
の
就
労
形
態
の
変
化
に
伴
い
保
育
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
が
、
低
年
齢
児
を
受
け
入
れ
る
施
設
が
き
わ
め
て

少
な
い
こ
と
に
あ
る
。

一



歴
史
的
に
は
、
沖
縄
が
長
期
に
米
軍
占
領
の
下
に
お
か
れ
、
公
立
、
認
可
保
育
所
の
整
備
を
は
じ
め
児
童
の
保
育
に
対
す
る

国
の
対
策
や
支
援
が
な
か
っ
た
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
あ
る
。

国
は
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
、
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
」
を
さ
ら
に
進
め
、
二
〇
〇
九
年
度
ま

で
に
二
一
五
万
人
の
受
け
入
れ
児
童
数
の
拡
大
を
図
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
の
施
策
及
び
認
可
外
施
設
の
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

待
機
児
童
解
消
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

�

沖
縄
県
の
場
合
に
は
、
待
機
児
童
は
、
新
定
義
に
よ
る
と
二
、
九
三
五
人
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
現
在
）
で
あ
る
が
、

認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
五
、
〇
八
四
人
の
う
ち
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
三
、
七

九
六
人
は
「
潜
在
的
待
機
児
童
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

那
覇
市
で
み
る
と
、
待
機
児
童
は
四
〇
四
人
で
あ
る
が
、
認
可
外
保
育
施
設
は
一
〇
八
ヶ
所
、
四
、
六
五
二
人
の
児
童

が
入
所
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
二
、
六
〇
五
人
は
「
潜
在
的
待
機
児
童
」
で
あ
る
。

児
童
福
祉
法
の
総
則
及
び
同
法
第
二
十
四
条
の
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
、
沖
縄
県
に
お
け
る
認
可
外
保
育
施
設
に
入
所

二



し
て
い
る
「
潜
在
的
待
機
児
童
」
を
含
む
待
機
児
童
の
実
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

�

沖
縄
県
は
、
全
国
的
に
最
も
多
い
待
機
児
童
を
抱
え
て
お
り
、
「
沖
縄
振
興
開
発
計
画
」
に
お
い
て
も
、
「
保
育
所
の

整
備
を
促
進
し
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
認
可
外
保
育
施
設
の
認
可
化
促
進
」
と
「
認
可
外
保

育
施
設
の
向
上
を
図
る
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
国
は
、
解
消
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。
ま
た

県
に
対
し
て
い
か
な
る
指
導
を
し
て
い
る
の
か
。

�

国
は
、
全
国
的
に
は
、
待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
認
可
保
育
所
の
増
設
、
定
員
基
準
の
弾
力
化
、
保

育
分
園
の
設
置
、
園
庭
を
付
近
の
公
園
で
代
用
を
可
と
す
る
設
置
基
準
の
弾
力
化
等
の
規
制
緩
和
、
幼
稚
園
の
あ
ず
か
り

保
育
等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
っ
て
待
機
児
童
は
、
ど
の
程
度
解
消
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。
ま
た
沖
縄
県
に
お
い
て
は
ど
う
か
。

二

認
可
外
施
設
の
対
策
と
消
費
税
の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て

�

沖
縄
県
は
、
認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
数
の
割
合
は
全
国
と
比
べ
て
も
極
め
て
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
際
、
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
も
、
各
都
道
府
県
別
に
、
公

立
保
育
所
、
認
可
保
育
所
、
認
可
外
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
児
童
数
、
施
設
数
、
そ
の
割
合
等
に
つ
い
て
の
概
要
を
明

三



ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
公
立
保
育
所
、
認
可
保
育
所
が
少
な
い
中
で
児
童
の
保
育
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
認
可

外
施
設
に
対
し
て
は
、
国
は
、
特
殊
事
情
を
踏
ま
え
て
当
該
施
設
の
環
境
整
備
等
の
特
別
の
対
策
等
を
講
ず
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

�

認
可
保
育
所
の
保
育
事
業
を
代
替
し
、
待
機
児
童
の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
て
質
の
高
い
保
育
を
行
な
っ
て
い
る
認
可
外

保
育
施
設
に
対
し
て
は
、
児
童
へ
の
適
正
な
保
育
内
容
、
保
育
環
境
、
衛
生
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
、

認
可
保
育
所
へ
の
転
換
等
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�

国
は
、
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
推
進
と
「
人
間
力
」
を
高
め
、
安
心
し
て
働
け
る
社
会
の
実
現
」
の
一
環
と
し
て

「
次
世
代
育
成
対
策
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
認
可
外
保
育
施
設
に
対
す
る
指
導
・
監
督
制
度
の
充
実
に
伴

う
一
定
の
保
育
施
設
の
利
用
料
に
係
る
消
費
税
の
非
課
税
措
置
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

認
可
外
保
育
施
設
の
う
ち
一
定
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
、
都
道
府
県
知
事
等
か
ら
当
該
基
準
を
満
た
す
旨
の
証
明
書

の
交
付
を
受
け
た
場
合
に
、
利
用
料
に
係
る
消
費
税
を
非
課
税
と
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
内
容
と
考
え
方
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

四



�

認
可
外
保
育
施
設
の
う
ち
一
定
の
基
準
を
満
た
す
も
の
と
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
に
厚
生
労
働
省
が
各
都
道
府
県
等
宛

に
発
し
た
「
認
可
外
保
育
施
設
指
導
監
督
基
準
を
満
た
す
旨
の
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
達
及
び
同
通
達
の

別
表
に
あ
る
評
価
基
準
を
満
た
し
た
施
設
を
い
う
の
か
。
こ
の
基
準
を
満
た
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
消
費
税
を
非
課
税
に

す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
い
つ
か
ら
実
施
さ
れ
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

�

こ
の
基
準
に
照
ら
し
た
場
合
、
沖
縄
県
の
認
可
外
保
育
施
設
四
六
七
ヶ
所
の
う
ち
、
非
課
税
の
対
象
と
な
る
施
設
は

何
ヶ
所
に
な
る
の
か
、
県
当
局
か
ら
報
告
を
受
け
て
い
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

子
ど
も
に
と
っ
て
、
適
正
な
保
育
内
容
、
保
育
環
境
、
衛
生
、
安
全
等
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄
県
は
、
公
立
保
育
所
、
認
可
保
育
所
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
認
可
外
保
育
施
設
が
大
勢
を
占
め
児

童
の
多
く
が
入
所
し
て
い
る
が
、
父
母
は
認
可
外
施
設
に
入
所
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

今
年
度
か
ら
、
消
費
税
の
免
税
点
が
三
、
〇
〇
〇
万
円
か
ら
一
、
〇
〇
〇
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
認
可

外
施
設
の
運
営
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
施
設
を
運
営
す
る
主
体
は
も
と
よ
り
父
母
の
方
々
は
不
安
と
危
惧

の
念
を
抱
い
て
い
る
。
消
費
税
の
非
課
税
の
対
象
に
な
ら
な
い
認
可
外
施
設
は
、
施
設
自
体
が
負
担
す
る
か
、
父
母
へ
の

利
用
料
へ
の
上
乗
せ
（
負
担
増
）
、
す
な
わ
ち
利
用
料
の
値
上
げ
と
い
う
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

五



父
母
の
利
用
料
値
上
げ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
子
ど
も
の
保
育
の
た
め
に
父
母
へ
の
負
担
が
一
層
重
く
の
し
か
か
る

こ
と
に
な
り
、
国
の
い
う
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
の
施
策
と
逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。

�

認
可
外
施
設
の
関
係
者
の
多
く
か
ら
は
、
非
課
税
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
が
強
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
、
非
課
税
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
施
設
に
入

所
し
て
い
る
子
ど
も
の
保
育
の
充
実
、
環
境
、
衛
生
、
安
全
等
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
は
な
ん
ら
か
の
対
策
を
講
ず
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。

六


